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第４章 安全管理及び運行管理 

 

４．１ 安全管理の体制 

 収集・運搬を行う者は、安全管理体制を構築するとともに、収集・運搬における安全性を確保し、

適切に収集・運搬が行われるように、収集・運搬従事者に作業内容、取扱いの留意事項を周知徹

底する必要がある。 

 

【解説】 

１ 収集・運搬を行う者は、収集・運搬中及び積替え・保管施設内における PCB 廃棄物の
適切な取扱い、作業従事者の安全衛生及び運搬容器、運搬車輌、荷役設備、施設等の安全

管理を徹底するため、「安全管理責任者」を置くなど安全管理体制を構築する必要がある。

安全管理責任者の下に、「運行管理責任者」を置く他、積替え・保管施設を有する場合に

は、「積替え・保管施設管理責任者」を置く。図４．１に収集・運搬の安全管理体制（例）

を示す。自ら運搬を行う保管事業者は、安全管理責任者に代わる特別管理産業廃棄物管理

責任者の下に、保管管理、運搬、漏洩防止措置等の各作業管理担当者を置くことが考えら

れる。なお、関係法令に定めがある場合は、それに従わなければならない。労働安全衛生

法には、「作業主任者」の設置に関する定めが、消防法には、「危険物保安監督者」の設置

に関する定めがある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 「安全管理責任者」は、収集・運搬従事者が適切な収集・運搬及び管理記録、帳簿作成

等の日常管理並びに緊急時の対応を行えるよう、運搬計画を作成し、各種作業マニュアル

や緊急時対応マニュアルを作成し、及び緊急時の関係者への連絡体制を整備し、これらを

収集・運搬従事者に周知徹底させることとし、「運行管理責任者」は、運搬容器や運搬車

輌の運用・運行管理、積込み・積下しの立会い等を行い、「積替え・保管施設管理責任者」

は、積替え・保管作業の安全管理、施設管理等を行うこととする。 
 
 

図４．１ 収集運搬の安全管理体制（例） 
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４．２ 収集・運搬従事者の教育 

 PCB廃棄物の収集・運搬を行う者は、収集・運搬従事者に対し、PCB廃棄物の収集・運搬につい

ての教育を受けさせなければならない。 

 

【解説】 

１ PCB廃棄物の収集・運搬を行う者は、収集・運搬従事者に対し、毎年度 PCB廃棄物の
安全かつ適正な収集・運搬を行うために必要な教育を受けさせる必要がある。この教育は、

安全管理責任者等、PCB廃棄物の適切な取扱い、収集・運搬従事者の安全衛生及び収集・
運搬の安全管理について必要な知識を有する者が自主教育を行うことにより実施するも

のとする。教育対象者は、積込み、積下し、漏洩防止措置等収集・運搬作業を行う者、運

転者、運搬容器や運搬車輌等の管理を行う者、積替え・保管施設の管理を行う者等、すべ

ての PCB廃棄物の収集・運搬従事者とする。 
 

２ 教育科目は、少なくとも表４．１に定める内容を含むものとし、関係法令や本ガイドラ

イン（案）が定める収集・運搬における PCB 廃棄物の適切な取扱い方法、及び、各種作
業マニュアルや緊急時の対応マニュアルに基づく具体的な作業手順について対象者に確

実に教育されなければならない。必要に応じて、各種作業等の実地訓練を行うものとする。

なお、関連法令に定めがある場合は、それに従わなければならない。労働安全衛生法には、

事業者が労働者を雇い入れたときに必要となる、安全又は衛生のための教育の定めが、消

防法には、危険物の保安に係る作業に従事する者に対する保管教育の定めがある。 
 

３ 収集・運搬を行う者は、教育内容とその実施状況を記録し、五年間保管する必要がある。

また、毎年度、教育の実施状況に関する報告書を作成し、都道府県・保健所設置市に提出

しなければならない。 
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表４．１ 教育科目（例） 

（１） 基本的事項 

・ 廃棄物処理に係る一般事項 

・ PCB廃棄物に係る関係法令 
・ PCB廃棄物の性状 
・ PCB廃棄物の取扱い方法 

 

（２）収集・運搬方法の基本的事項 

・ 処理基準 

・ 委託契約基準 

・ マニフェスト制度 

・ 事前調査の方法及び内容 

 

（３）積込み、積下し、積替え・保管の方法 

・ 運搬容器、運搬車への収納、固定方法 

・ 荷役方法 

・ 管理方法 

・ 漏洩防止、液抜きの措置 

 

（４）運搬の方法 

   ・運搬車の点検 

・ 安全運行、運搬経路の遵守 

・ 運搬中の安全確認 

・ 位置確認 

 

（５）表示及び携行書類 

   ・表示等の方法及び内容 

   ・携行書類の内容及びその使用方法 

 

（６）運搬容器 

・ 運搬容器の基準 

・ 運搬容器の取扱い方法 

・ 運搬容器の種類と選定方法 

・ 運搬容器の維持管理の方法 

・ 吸収材の使用方法 

 

（７）緊急時の対策 

・ 緊急時の対応方法（通報・連絡方法、被害防止対策方法） 

・ 防災備品の内容及びその使用方法 

・ 健康被害及びその予防措置、応急措置 
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４．３ 運搬計画 

 PCB 廃棄物の収集・運搬を行う者は、収集・運搬方法及び運搬経路等必要な事項を記載した運

搬計画を作成する必要がある。 

 

【解説】 

１ PCB廃棄物の収集・運搬を行う者は、個々の収集・運搬ごとに運搬計画を作成する必要
がある。運搬計画は、安全管理責任者が作成し、次の事項を記載することとする。 

① 搬出及び搬入先の名称及び所在地 

② 搬出及び搬入予定日時 

③ 運搬する PCB廃棄物の種類、性状及び数量 
④ 収集・運搬方法 

  使用する運搬容器・運搬車輌の種類、積込み・積下し方法（必要な荷役設備等）、漏

洩防止措置等必要な作業の有無及び方法 

⑤ 運搬経路 

⑥ 運行管理の方法 

⑦ 積替え・保管を行う場合には、積替え・保管を行う場所の所在地及び当該場所におけ

る搬出入日時 

 

２ 運搬計画の作成にあたっては、廃棄物処理法に定める処理基準及び委託契約の他、PCB
特別措置法に基づき都道府県等が定める PCB 廃棄物処理計画に従わなければならない。
このため、収集・運搬を行う者は、現地調査等により PCB 廃棄物の保管状況等を把握す
るとともに、委託契約書等により処理施設における受入条件を確認し、受入条件を満足す

る運搬計画とするとともに、運搬容器や運搬経路の選定、運行管理の方法等 PCB 廃棄物
処理計画に定める計画的な収集運搬のための方針を踏まえた運搬計画とする必要がある。 

 

３ また、道路法、道路運送車両法、道路交通法等に基づき、道路管理者が車両の高さ、幅、

車両総重量、軸重等を定めている場合には、それらに従わなければならない。 
 

４ 収集・運搬は、運搬計画に従って実施するものとする。実施に際しては、収集・運搬を

行う者は、天候や道路状況などについて十分調査し、安全な収集・運搬が困難な天候（暴

風雨雪、濃霧等）、道路状況（積雪、凍結等）が予測される場合には、運搬を回避するな

ど必要な措置を講ずることが必要である。表４．２に収集・運搬の実施フローを示す。 
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表４．２ 収集・運搬の実施フロー 

区分

官
公
庁

自
治
体

保
管
事
業
者

収
集
運
搬
業
者
※

積
替
え
施
設

処
理
施
設

１．保管状態の確認 ●

２．保管場所の確認 ●

１．該当PCB 廃棄物の状況確認 ● ● 寸法､重量､数量､洩れ､破損等の状況調査・確認

２．収集運搬条件・搬出方法の確認 ○ ● 必要な運搬容器､荷役設備、処理施設の受入条件等の確認

３．付随作業の確認 ○ ● 漏洩物回収・保管作業

１．運搬計画の作成 ○ ● 搬出方法､運搬方法・経路等の計画

２．運搬計画の周知 ● 運転者・作業者への事前説明

● ● ● 契約条件の確認、契約

２．届出 ○ ● 届出が必要な量の消防法危険物を運搬する場合のみ

１．実施の確認 ● 天候、道路状況の確認

２．運搬容器・使用機材の準備､確認 ● チェックリスト等による事前確認

３．車両点検 ● 運行前点検

４．積込み・固縛状況の確認 ● 重心位置・荷崩れ防止・固縛状況の確認

５．表示･標札･携行書類の確認 ● 掲示状況､書類内容の確認

６．防災備品の確認 ● チェックリストによる防災備品の装備内容の確認

７．漏洩確認 ○ ● 積込み前後に漏洩状況を確認

１．運搬計画に従った運搬 ● 運搬に関する注意事項の徹底

２．漏洩確認 ● 休憩時等に目視確認実施

１．搬入･搬出状況の記録 ● ●

２．漏洩確認 ● ● 容器外への漏洩状況の確認

１．搬入・引渡し状況の記録 ● ○ マニフェストを含む搬入･引渡し状況の確認､記録

２．漏洩状況の確認 ● ● 容器内外、運搬車輌の漏洩・汚染状況の確認

３．運搬容器の確認 ● ○ 運搬容器残留物の除去、PCB付着吸収材の処分など

１．収運業者から保管事業者への報告 ○ ● マニフェストの回付

２．保管事業者から自治体への報告 ○ ● マニフェスト、PCB特措法に基づく届出など
備考：（１）記号説明　　●：主　　○：従 　　　　　（２）※：自ら運搬を行う場合は保管事業者

契　　約

作業フロー 作業名

事前調査

運搬計画

管理項目の補足説明主 な管 理 項 目

搬　　出

運

搬 搬入･搬出･保管状況の記録

計

画

積　替　え

運搬完了報告

運　　搬

搬　　入

１．契約

現状確認現状確認

契　　約

運搬計画

搬　　出

輸送完了報告

運   搬

積替え

搬　　入

事前調査

漏洩確認
漏洩有

漏洩無
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４．４ 運行管理 

（１） 収集・運搬を行う者は、運搬車両ごとに運行状況を把握することが必要である。 

（２） 収集・運搬を行う者は、運搬容器、運搬車両ごとに運用、運行記録を作成することが必要であ

る。 

（３） 収集・運搬業者は、帳簿を備え、産業廃棄物の種類ごとに、廃棄物処理法に定める事項を記

載しなければならない。 

 

【解説】 

１ 収集・運搬を行う者は、次の機能を備えた運行管理システムを整備し、運搬車ごとに運

行状況を把握することが必要である。 

①保管事業所への到着時及び出発時、積替え・保管施設への到着時及び出発時、処理施

設への到着時などにその収集・運搬の状況を確認できること。 

②緊急時の連絡ができること。 

③運搬車の位置が容易に確認できること。 

  また、不適正処理が生じるおそれを未然に防止するため、個々の PCB 廃棄物ごとに、
事業者が保管している場所から処分されるまでの物流について電子情報技術の活用など

により確実に管理できることが望ましい。 

 

２ 収集・運搬を行う者は、運搬容器、運搬車両の運用、運行管理を適切に行うため、運搬

容器、運搬車両ごとに次の事項等を記載した運用、運行記録を作成することが必要であ

る。 

①PCB廃棄物の種類及び内容 
②PCB廃棄物の番号（PCB特別措置法に基づく保管状況等届出書の番号） 
③運搬容器の保有者名及び運搬容器の番号 

④搬出及び搬入先の名称及び所在地 
⑤搬出及び搬入日時 
⑥積替え・保管を行う場合には、積替え・保管を行う場所の所在地及び当該場所におけ

る搬出入日時 
 

３ 収集・運搬業者は、帳簿を備え、産業廃棄物の種類ごとに、廃棄物処理法に定める次の

事項を記載しなければならない。 

①収集・運搬年月日 

②交付されたマニフェストごとのマニフェスト交付者の氏名又は名称、交付年月日及び

交付番号 

③受入先ごとの受入量 

④運搬方法及び運搬先ごとの運搬量 
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⑤積替え・保管を行う場合には、積替え・保管の場所ごとの搬出量 
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４．５ 届出 

（１） PCB 廃棄物の保管事業者は、毎年度、前年度における PCB 廃棄物の保管及び処分の状況

について、都道府県知事等に届け出なければならない。 

（２） PCB 廃棄物の保管事業者は、PCB 廃棄物を保管する事業場に変更があったときは、十日以

内に、変更前後の事業場の所在地を管轄する都道府県知事等に届け出なければならない。 

 

【解説】 

１ PCB廃棄物の保管事業者は、PCB特別措置法に基づき、毎年度、前年度における PCB
廃棄物の保管及び処分の状況について、当該年度の六月三十日までに PCB特別措置法に
定める次の事項を記載した届出書を都道府県知事（保健所を設置する市にあっては市長

とする。以下同じ。）に提出しなければならない。 

①氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

②事業場の名称及び所在地 

③PCB廃棄物の種類及び数量並びに保管又は処分の状況 
④事業者に関する事項（資本の額又は出資の総額等） 

⑤その他 PCB廃棄物の保管及び処分の状況について参考となるべき事項 
 

２ PCB 廃棄物の保管事業者は、PCB 特別措置法に基づき、PCB 廃棄物の保管場所の変
更をおこなった場合には、変更後十日以内に、PCB特別措置法に定める届出書を変更前
後の所在地を管轄する都道府県知事に提出しなければならない。 

 

３ PCBは PRTR法の第 1種指定化学物質であり、PRTR法に基づく届出が必要となる場
合がある。すなわち、製造業、電気業、ガス業、鉄道業等の対象業種に該当し、常時２

１人以上の従業員数があり、PCBの含有量が１％以上のものを、PCBとして年間 1トン
以上取扱っている場合には、PRTR法に基づく届出が必要となる。収集・運搬に伴う PCB
廃棄物の移動の他、液抜き作業も「取り扱っている」とされる。 

 


